第23回参議院議員選挙を終えて（自治労道本部声明）
１．かつてなく厳しい状況下でたたかわれた第23回参議院議員選挙が終了しました。
　　自治労道本部の推薦候補は、北海道選挙区「小川勝也」が583,995票で2位での当選、そして組織内の比例代表「あいはらくみこ」は、235,636票、民主党の中で3位の得票で再選をはたすことができました。
　　この間の組合員のみなさんの取り組みに、心からお礼を申し上げます。
２．今回の参院選は、昨年末の衆議院選挙での民主党惨敗による政権の再交代をうけて発足した安倍自公政権の信任を問うとともに、衆議院に引き続き参議院でも自公与党に過半数を与えて衆参の「ねじれ」を解消し、与党に圧倒的に優位な国会勢力を許すのかが焦点とされました。私たちにとっては、第2次安倍政権による、働く者の切り捨てと格差・貧困の拡大、「人からコンクリートへ」「家計から企業へ」という政治の逆戻り、そして原発依存の復活や憲法改悪への暴走にストップをかけるための選挙でした。
３．しかし、選挙の結果は自民党が65、自公与党で76議席を獲得して絶対安定多数を確保し、対する民主党は結党以来最低の17議席にとどまり、衆議院選挙につづく大敗北を喫しました。他の野党勢力も、共産党が政権批判票を一定つかんだ以外は、「維新の会」「みんなの党」など第3極といわれる勢力、また社民党や民主党を離脱した勢力も、大きな支持を獲得することができませんでした。
　　衆議院に続き、参議院でも圧倒的な与党優位の国会ができあがったことになります。
４．今回の選挙結果をうけて、私たちを取り巻く政治情勢はさらに一段と厳しいものになることは必至です。これまで以上に、安倍政権や国会の動向をしっかりとチェックしながら、平和を守り、将来に希望が持てる国、国民の生活や権利が守られる社会を実現するために、様々な活動を強めることが必要になります。こうした中、全体的には厳しい結果でしたが、北海道選挙区で改選議席を守ったこと、そして比例代表で自治労組織内・道本部出身の「あいはらくみこ」の再選を果たせたことは、これからの事態に立ち向かっていく上で最低限の足場を確保できた、という非常に重要な結果といえます。
５．自治労北海道本部は今後、各地本、単組・総支部と一体で選挙活動の総括する中から、今後の事態に備えた組織と活動の強化を、全組織・全組合員で進めていこうと考えます。
　　あらためて、すべての地本、単組・総支部、組合員と家族、そして退職者会など、すべてのみなさんに、心からの敬意と感謝を申し上げるとともに、これからの取り組みへのさらなる結集をお願いいたします。ともにがんばりましょう。
　２０１３年７月２２日
自治労北海道本部　　　　　
執行委員長　　山上　潔　
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